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 新年おめでとうございます。会員の皆様方には

新春をお健やかにお迎えのことと、お慶び申し上

げます。 

 地球は４６億年前に太陽系の一衛星として、誕

生しました。その地球は、数十億年かけて、大気・

水・土・緑をバランスさせ、生命に都合の良い環

境を育ててきました。地球の寿命はあと３０億年

あると考えられています。わずかに４００万年前

に出現した人間が、この数百年の急速な人間活動

によって引き起こした環境悪化は、このままでは、

地球のもつ環境再生能力を超してしまいます。そ

の時期が21世紀中にまいります。地球環境の、そ

して人間生存の分れ目が、環境の世紀と言われる

２１世紀なのです。 

 本年は、人間と生物が最も必要な水（特に淡水）

についてお話をしたいと思います。 

 ２１世紀は環境の世紀とも又水の世紀とも言わ

れています。水の惑星と言われる地球には、さま

ざまな形で水が存在しています。地球の表面積は

約５．１億平方ｋｍで、そのうち、内陸地面積は

１．５億平方ｋｍ、海洋の面積は３．６億平方ｋ

ｍを占めております。海洋全体での平均の深さは、

約３，８００ｍで、全海洋の海水の量は１３．７

億立方ｍとなり、１４１京（１０１６）トンと言わ

れています。地球全体を地ならししたら陸地は全

部海面下３，０００ｍに沈んでしまいます。 

 氷に覆われている面積は１，６００平方ｋｍで、

陸地面積の約１０％にあたり、その量は２．３京

トンとなります。淡水は約５００兆（１０１２）ト

ンで、河川・湖沼・浅層地下水・水蒸気などであ

り、これは地球上の水の１％以下に過ぎません。

この僅かな淡水が地球上の生物を育て、諸産業を

育成し、維持しているのです。 人間６０％、魚

８０％、木６０％、果物９０％が水分です。水は

動物や植物の細胞を活性化し、養分を体内の各部

に運び、表面から蒸発して温度を調節するなど重

要な役目をはたしています。 

 先進国では一人一日５０リットル（飲料５、衛

生２０、入浴１５、調理１０）の水が必要とされ、

又食糧生産に使われている水は、水道水の８倍量

も必要と言われています。２１世紀は人口増大、

産業肥大化により淡水は益々必要になります。 

 ２０００年３月、オランダのハーグで世界の環

境サミット・世界水フォーラム（ＷＷＦ）が開催

され、ここでは水を基本的な必需品と呼んでおり

ます。又、２００３年３月に大阪、京都、滋賀で

行われた第３回水フォーラムでは、今まではしば

しば地域問題として扱われてきた水が、２１世紀

の世界規模の重要課題として議論され、今後の成

果が期待されております。 

 宇宙開発には多大な人材、金及び時間をかけて

いますが、地中深部の研究開発はあまり注目され

ていません。筆者は、地球深部の探査こそ人類の

フロンテイアとなり、色々な資源の確保と、又新

たな水資源の発掘にもつながるものと考えており

ます。 
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